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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成28年1月7日(2016.1.7)

【公開番号】特開2015-140444(P2015-140444A)
【公開日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2015-049
【出願番号】特願2014-12665(P2014-12665)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｂ  59/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｂ   7/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｆ  17/00     (2006.01)
   Ｂ０９Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｃ２５Ｂ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｂ   59/00     ＺＡＢ　
   Ｃ２２Ｂ    7/00     　　　Ｅ
   Ｃ２２Ｂ   21/00     　　　　
   Ｃ０１Ｆ   17/00     　　　Ａ
   Ｃ０１Ｆ   17/00     　　　Ｄ
   Ｂ０９Ｂ    3/00     ３０３Ａ
   Ｂ０９Ｂ    3/00     ３０４Ｊ
   Ｃ２５Ｂ    1/26     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年11月16日(2015.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スカンジウム及びアルミニウムを含有する合金を塩素ガス雰囲気下で３００℃以上７０
０℃以下に加熱する加熱工程と、
　前記加熱工程の後、固相から塩化スカンジウムを回収する塩化スカンジウム回収工程と
、
　前記加熱工程によって得られる塩化アルミニウムに水素ガスを接触させ、塩化水素を生
成する塩化水素生成工程と、
　前記塩化水素を電気分解して塩素ガスを生成する塩素ガス生成工程とを含み、
　前記加熱工程で使用する塩素ガスは、前記塩素ガス生成工程によって得られる塩素ガス
を含む、塩化スカンジウムの製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法によって回収された前記塩化スカンジウムを溶解し、スカンジウ
ム溶液を得た後、前記スカンジウム溶液にシュウ酸を加えてシュウ酸スカンジウムにし、
このシュウ酸スカンジウムを酸化して酸化スカンジウムを回収する酸化スカンジウム回収
工程を含む、酸化スカンジウムの製造方法。
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